
特別研究委員会名称 文化財・世界遺産のアクセシビリティに関する特別研究委員会 

新規、継続の種類 新規 

委員長指名、所属 髙橋 儀平（東洋大学） 

公募の有無 新たな公募はなし 

研究の目的と主な事

業 

1.目的 

急激な少子高齢化、高齢世代の観光行動の活発化、海外からの

旅行者の増大、2020東京オリンピック・パラリンピックの開催等

を控えて、日本における文化財・世界遺産の多面的なアクセシビ

リティの整備が求められている。 

本研究会では、国内外の現地調査を基に「文化財・世界遺産の

アクセシビリティ」について、各地の状況を調査し、我が国にお

いて標準的に考慮すべき文化財・世界遺産のアクセシビリティの

考え方について整理し、我が国の文化財・世界遺産等観光施設の

バリアフリー法整備、アクセシビリティ・ガイドラインの作成に

資する基礎的資料を収集することを研究目的とする。 

2.主な研究事業 

1)文化財、世界遺産の保護とアクセシビリティの考え方の構築 

2)文化財に関する各地のアクセシビリティ条例・基準の調査 

3)用途や歴史、構法等日本文化の歴史的固有性、存在価値と具体

的なアクセシビリティ事例の収集 

4)海外ガイドラインの研究、海外先進事例の収集 

5)国連障害者の権利条約、障害者差別解消法の施行を踏まえ、年

齢、性別、国籍、障害の有無などにかかわらず、誰もが楽しめる

文化財、世界遺産における多様なアクセシビリティ環境の構築を

目指した物的、人的・ソフト面の検討 

6)公開シンポジウム、研究会の開催 

その他特記事項 特になし 

 


